





















































のため矯正用メッシュ板 (mesh gauze、トミー (株)、 東京)、 歯科用即時重合
レジン (UNIFAST I、(株)ジー シーデンタルプロダクツ、春日井)および矯正





ネンブタール、大日本製薬 (株)、 大阪)およびlmgアトロピン (lmLノ100gm、
Atropine sulfate、日辺製薬 (株)、 大阪)を腹腔内に投与後、下顎切歯部に歯科










テックス (株)、 大阪)を用いた。撮影条件は、二次電圧を 40kV、二次電流を
10mAおよび曝射時間を4.0秒とし、X線用フイルムには歯科用オクルーザル







ライテスク (株)、 京都)による麻酔下で行つた (図lA、B)。




Ven4.0、Adobe systems inc.、東京およびCOrel draw Ver8、(株)メディアビ
ジョン、東京)を用いて、24倍に拡大した。前記の操作で、骨格線がより鮮明





























レコーダ (208-A、ソニー (株)、 東京)を用いて、磁気テープ (DAT120、ソニ
ー (株)、 東京)上に記録し、オフライン分析に用いた。また、筋電図の記録と





































































































装置撤去後の 1日目 (pく0.05)および3日目 (pく0.01)に、それぞれ有意な延
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So   鼓膜と蝶形骨底の後縁との縫合部
E   前頭骨と蝶形骨の後方限界の最前上部との縫合部
A   鼻骨の最前方点
Po   頭蓋の最後方点
Pg   下顎切歯に近接 した下顎の最下点
Gn   下顎下縁の前縁
Ul   上顎第 1大臼歯最前方点
Mu   上顎歯槽部と上顎第 1大臼歯の近心表面との交点
MI   下顎歯槽部と下顎第 1大臼歯の近心表面との交点
V   UlからE―A線分へ垂線を下 した交点
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